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町
消
防
団
船
津
分
団
が
行
政
視
察
！

勝
山
ミ
ニ
バ
ス
関
東
招
待
大
会
出
場
！

河
口
湖
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
会
が
、

　
　
　
　
　
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

船
津
保
育
所
の
文
字
看
板
が

　
　
　
　
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

まちかど情報局まちかど情報局情報局
★
★
★
★

★
★
★
★

　
町
消
防
団
船
津
分
団
（
外
川
恭
一
分
団
長
）
は
３
月

12
日
、
国
土
交
通

省
防
災
セ
ン
タ

ー
と
本
所
防
災

館
（
東
京
都
墨
田

区
）
の
２
ヶ
所
の

施
設
を
視
察
研

修
し
て
き
ま
し

た
。
　
国
土
交
通
省

防
災
セ
ン
タ
ー

へ
、
消
防
団
と

し
て
研
修
に
き

た
の
は
、
船
津

分
団
が
初
め
て

だ
そ
う
で
す
。

と
に
か
く
素
晴
ら
し
い
施
設
で
し
た
。ま
た
、
高
部
正
男

消
防
庁
長
官
（
都
留
市
出
身
）
を
表
敬
訪
問
し
、
消
防

団
の
活
性
化
や
機
能
の
向
上
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
国
会
議
事
堂
で
昼
食
を
食
べ
、
午
後
か

ら
は
本
所
防
災
館
を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
様

々
な
訓
練
と
体
験
を
２
時
間
ほ
ど
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

は
じ
め
て
行
な
っ
た
団
員
に

は
、
い
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。
　
船
津
分
団
で
は
、
今
回
の

行
政
視
察
で
の
体
験
を
生
か

し
、
地
域
の
消
防
活
動
の
発

展
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
勝
山
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
代
表 

流
石
昭
仁
）
は
、
今
年
度
の
県
内
大
会
で
の
成
績

お
よ
び
活
動
を
評
価
さ
れ
、
山
梨
県
代
表
と
し
て
第
23

回
関
東
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
招
待
大
会
（
東
京
都

開
催
）
へ
出
場
し
ま
し
た
。

　
今
年
で
23
年
を
数
え
る
同
大
会
は
、
関
東
の
各
都
県

連
盟
よ
り
推
薦
（
各
２
）
を
受
け
た
強
豪
18
チ
ー
ム
に

よ
っ
て
争
わ
れ
る
権
威
あ
る
大
会
で
す
。

　
創
部
５
年
目
で
の
山
梨
県
代
表
と
し
て
の
推
薦
は
非

常
に
名
誉
で
あ
り
、
勝
山
ミ
ニ
バ
ス
の
活
動
が
高
く
評

価
さ
れ
た
結
果

で
す
。
３
月
４

日
（
日
）
に
行

な
わ
れ
た
大
会

で
は
、
地
元
東

京
都
や
千
葉
県

代
表
の
前
に
、

予
選
リ
ー
グ
突

破
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、

勝
山
ミ
ニ
バ
ス

の
今
後
の
活
躍

に
期
待
し
ま
し

ょ
う
。

　
河
口
湖
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
会
（
結
成
昭
和
五
十
五
年
・

山
中
勝
二
会
長
　
会
員
二
十
六
名
）
は
、
３
月
４
日
に

山
梨
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
、
平
成
十
八
年
度
の

優
秀
チ
ー
ム
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
左
記
の
３
名
が
個
人
表
彰
さ
れ

た
し
た
。

■
代
表
者
・
監
督
　
宮
原
守
夫
さ
ん（
愛
好
者
）

■
高
校
女
子
　
　

藤
本
　
祥
さ
ん（
富
士
河
口
湖
高
校
）

■
中
学
生
　
　
　 

田
村
花
奈
さ
ん（
河
口
湖
南
中
学
校
）

　
河
口
湖
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
会

の
会
員
に
は
年
長
者
が
多
く
、

毎
週
金
曜
日
の
練
習
が
き
つ

い
よ
う
な
人
も
お
り
ま
す
が
、

毎
週
大
勢
の
仲
間
で
楽
し
く

練
習
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

若
年
者
で
心
意
気
の
あ
る
方

の
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　　
船
津
の
四
二
の
厄
年
・
壱
弐
会
か
ら
、
保
育
所
の
建
物

の
文
字
看
板
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
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役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
！

　
４
月
２
日
か
ら
役
場
の
開

庁
時
間
が
15
分
長
く
な
り
、

午
後
５
時
30
分
ま
で
に
な
り

ま
す
！

　
各
地
区
出
張
所
及
び
町
民

体
育
館
の
窓
口
も
午
後
５
時

30
分
ま
で
開
い
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

　
ま
た
、
毎
週
水
曜
日
に
行

っ
て
い
ま
す
諸
証
明
の
窓
口

の
時
間
延
長
も
こ
れ
に
伴
い

午
後
６
時
30
分
ま
で
対
応
し

ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
利
用
下

さ
い
。

４月２日から役場の開庁時間が１５分長くなり、
午後５時３０分までになります！

町
役
場
職
員
の
異
動
に
つ
い
て

【
派
遣
】

　
富
士
五
湖
広
域
事
務
組
合

　
　
　
　
　
三
浦
孝
平
（
税
務
課
）

　
（
財
）
資
産
評
価
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
堀
内
正
志
（
税
務
課
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
　
　
　
小
林
久
弥
（
保
険
課
）

室
　
長

【
昇
任
】

　
観
光
振
興
支
援
室
　
松
岡
健
二
（
観
光
課
）

　
　
課
長
補
佐

【
配
置
換
】

　
議
会
事
務
局
　
小
林
次
仁

　
　
　
　
　
　
（
富
士
五
湖
広
域
事
務
組
合
）

　
税
務
課
長
補
佐
兼
収
納
特
別
対
策
班
長
　

　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
諭
（
税
務
課
）

　
環
境
課
　
　
　
佐
野
牧
生
（
議
会
事
務
局
）

係
　
長

【
昇
任
】
　

　
税
務
課
・
収
納
第
一
係

　
　
　
　
　
渡
辺
光
夫
（
税
務
課
）

　
税
務
課
・
資
産
税
第
二
係

　
　
　
　
　
岡
村
　
等
（
管
理
課
）

　
総
務
課
・
財
政
係
長

　
　
　
　
　
土
屋
　
昇
（
総
務
課
）

　
文
化
振
興
局
・
文
化
振
興
係
　

　
　
　
　
　
野
沢
藤
司
（
文
化
振
興
局
）

　
環
境
課
・
生
活
環
境
整
備
係

　
　
　
　
　
三
浦
　
浩
（
環
境
課
）

　
都
市
整
備
課
・
都
市
計
画
係
・

　
　
　
　
土
地
区
画
整
理
事
業
係

　
　
　
　
　
佐
野
哲
也
（
都
市
整
備
課
）

【
配
置
換
】

　
足
和
田
出
張
所
　
　
三
浦
邦
武
（
水
道
課
）

　
資
産
税
第
一
係
　
　
小
林
賢
治
（
環
境
課
）

　
介
護
保
険
係
　
　
　
小
林
俊
人
（
企
画
課
）

　
生
活
環
境
整
備
係
　
渡
辺
節
夫
（
保
険
課
）

　
国
保
・
老
人
保
健
係
　
古
屋
良
夫
（
税
務
課
）

　
下
水
道
施
設
係
　
　
渡
辺
澄
男
（
環
境
課
）

　
商
工
係
兼
蝙
蝠
穴
所
長
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
吉
彦
（
観
光
課
）

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
　
渡
辺
勝
保
（
水
道
課
）

　
環
境
保
全
係
　
　
　
外
川
正
和
（
観
光
課
）

　
富
士
ヶ
嶺
保
育
所
長
兼
精
進
・
本
栖
保
育
所
長

　
　
　
　
渡
辺
千
恵
美
（
富
士
ヶ
嶺
保
育
所
）

主
査
・
主
任
主
事

　
建
設
課
　
　
　
流
石
国
男
（
水
道
課
）

　
水
道
課
　
　
　
井
出
新
二
（
税
務
課
）

　
管
理
課
　
　
　
倉
沢
准
也
（
税
務
課
）

　
税
務
課
　
　
　
鎌
倉
　
修
（
農
林
課
）

　
税
務
課
　
　
　
流
石
良
一
（
文
化
振
興
局
）

　
学
校
教
育
課
　
小
佐
野
才
史
（
水
道
課
）

　
観
光
課
　
　
　
高
橋
幹
雄
（
環
境
課
）

　
水
道
課
　
　
　
半
田
一
幸
（
学
校
教
育
課
）

　
税
務
課
　
　
　
外
川
博
章
（
福
祉
推
進
課
）

　
船
津
保
育
所
　
渡
辺
ま
つ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
も
も
保
育
所
）

　
船
津
保
育
所
　
中
村
美
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
立
保
育
所
）

　
船
津
保
育
所
　
小
佐
野
め
ぐ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
立
保
育
所
）

　
こ
も
も
保
育
所
　
宮
下
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
船
津
保
育
所
）

　
こ
も
も
保
育
所
　
宮
下
久
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
足
和
田
保
育
所
）

　
こ
も
も
保
育
所
　
渡
辺
千
尋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
勝
山
保
育
所
）

　
こ
も
も
保
育
所
　
浜
　
る
り

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
精
進
・
本
栖
保
育
所
）

　
小
立
保
育
所
　
高
村
孝
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
も
も
保
育
所
）

　
小
立
保
育
所
　
廣
瀬
香
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
富
士
ヶ
嶺
保
育
所
）

　
小
立
保
育
所
　
堀
内
留
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
河
口
保
育
所
）

　
大
石
保
育
所
　
山
中
昭
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
船
津
保
育
所
）

　
河
口
保
育
所
　
古
谷
華
奈
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
立
保
育
所
）

　
勝
山
保
育
所
　
小
林
光
世
（
大
石
保
育
所
）

　
勝
山
保
育
所
　
梶
原
勝
美
（
船
津
保
育
所
）

　
勝
山
保
育
所
　
丹
沢
美
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
精
進
本
栖
保
育
所
）

　
富
士
ヶ
嶺
保
育
所
　
大
石
ま
ゆ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
勝
山
保
育
所
）

【
新
採
用
】

　
農
林
課
　
　
　
当
田
志
帆

　
福
祉
推
進
課
　
和
光
勇
介

　
文
化
振
興
局
　
倉
澤
　
梢

【
退
　
職
】

　
原
田
広
幸
（
助
役
）

　
渡
辺
保
一
（
足
和
田
出
張
所
長
）

　
宮
下
正
博
（
建
設
課
）

　
古
屋
咲
子
（
小
立
小
給
食
室
）
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ISO9001ＩＳＯ９００１を認証取得しました！ＩＳＯ９００１を認証取得しました！ＩＳＯ９００１を認証取得しました！
　富士河口湖町では、平成１８年９月１日より、住民満足度の向上を目指し、住民サ

ービス方針を定め、「住民サービスマネジメントシステム」の運用を全部署で取

組み始めました。

　平成１９年１月２４日より３日間、本町が取り組んでいる「住民サービスマネジメ

ントシステム」ついて、審査登録機関により「ＩＳＯ９００１の規格要求事項」の適合

性・有効性・運用状況について審査が行われ、３月１日にＩＳＯ９００１を認証取得しま

した。

　ＩＳＯ９００１認証取得により、職員一同、今まで以上に住民サービス満足向上を

目指すとともに、職員一丸となって取り組んでいきます。

○ＩＳＯ９００１

　ＩＳＯとは、（ISO＝International Organization for Standardizationの略）日本語では国際標準化機構

です。

　ＩＳＯ９００１とは、品質を常に維持向上させるなど、顧客の満足度を向上させるための仕組みについて国

際標準化機構（ＩＳＯ）が定めた国際規格のことです。本町は、品質を住民サービス・顧客を住民等に読み替えて

住民満足の向上に取り組んでいます。

○認証取得

　まったく利害関係のない第三者（審査登録機関の審査員）の審査を受け、評価され、規格の要求事項を満たし

ていることを確認してもらうこと。

　要求事項を満たしている証拠として、審査登録機関から「認証登録証」が発行される。

○住民サービスマネジメントシステム

　町がＩＳＯ９００１に基づき、住民本位の経営管理を目指すための仕組み。

○規格要求事項

　ＩＳＯの規格に規定された要求事項のこと。

○全部署

　・役場本庁舎（総務課、議会事務局、管理課、企画課、税務課、出納室、総合窓口課、保険課、健康増進課、福祉推

　　　　　　　進課、環境課、農林課、観光課、建設課、都市整備課、水道課、学校教育課）

　・出先機関（生涯学習館・子ども未来創造館（生涯学習課）、町民体育館（生涯学習課）、河口湖ステラシアター

　　　　　　 （文化振興局）、勝山出張所 、足和田出張所、上九一色出張所）

[基本理念]

　私達の使命は、住民の視点に立って改革を進め、住民が主役の持続可能な発展するまちづくりを実現する

ことです。

　このため、住民二一ズに対応した住民サービスの充実に努め、住民に満足していただける質の高い住民サ

ービスを提供します。

[基本方針]

　１ 住民のニーズを的確に把握し、創意工夫により業務改善に反映させ、住民サービスマネジメントシス

　　　テムの有効性を継続的に改善させます。

 ２ 関係法令等を順守し、公正かつ透明性の確保に努め、説明責任を果たし、住民から信頼される住民サ      

　　   ービスの提供によって、住民満足を向上させます。

　３ それぞれの部門で住民サービス目標を設定し、その目標の達成度を定期的に検証し、見直しを行います。

　４　住民サービスの方針は、町を取巻く環境の変化と住民ニーズの変化を的確に捉え、適切に見直します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年９月１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富士河口湖町長　　小　佐　野　常　夫

富士河口湖町 住民サービス方針
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国
で
は
今
年
の
１
月
１
日
に
、「
観
光
立
国
推
進
基
本
法
」

を
施
行
し
、「
観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
」（
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
）
の
策
定
等
、「
観
光
立
国
」
の
実
現
に
向
け
て
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
施
策
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
て
本
町
で
は
、
当
町
地
域
の
行
政
と
観
光
を

中
心
と
し
た
関
係
団
体
、
住
民
が
一
致
団
結
し
て
、
地
域
の

創
意
工
夫
を
生
か

し
た
「
観
光
立
町
」

の
実
現
に
向
け
て

総
合
的
か
つ
計
画

的
な
施
策
を
推
進

す
る
た
め
に
、
今
回

の
「
観
光
立
国
推
進

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
国

民
大
会
全
国
キ
ャ

ラ
バ
ン
第
１
回
大

会
　
富
士
河
口
湖

町
観
光
立
町
推
進

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
テ
ー
マ
を
「
21
世
紀
に
お
け
る
観
光
立

町
の
役
割
り
」
と
題
し
、
二
部
構
成
で
行
い
ま
し
た
。
　
　
　

　
第
一
部
で
は
、「
考
え
ま
し
ょ
う
、
進
め
ま
し
ょ
う
」
と
題

し
、
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
観
光
政
策
課
長
の
門
野
氏
が

「
観
光
立
国
推
進
基
本
法
」
に
つ
い
て
、
衆
議
院
議
員
の
長
崎

幸
太
郎
氏
か
ら
「
観
光
と
地
域
開
発
」
に
つ
い
て
、
山
梨
県
観

光
部
長
の
小
沼
氏
か
ら
「
山
梨
県
の
観
光
行
政
」
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
基
調
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
、
最
初
に
本
町
の
小
佐
野
町
長
が
「
地
域
の

取
組
み
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
基
調
講
演
を
し
ま
し
た
。
こ

の
基
調
講
演
を
受
け
て
、
衆
議
院
議
員
の
長
崎
氏
、
国
土
交

通
省
の
門
野
課
長
、
山
梨
県
の
小
沼
部
長
、
淑
徳
大
学
の
廻

教
授
、
そ
し
て
地
元
河
口
湖
温
泉
旅
館
組
合
の
山
口
副
組
合

長
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し
、
小
佐
野
町
長
の
話
し
に

対
応
し
た
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
町
の
観

光
の
方
向
性
や
取
り
組
む
べ
き
課
題
な
ど
に
つ
い
て
の
意

見
交
換
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
最
後
に
大
会
決
議
と
し
て
、
当
町
か
ら
「
当
地
域

で
の
観
光
地
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
の
目
的
」
が
国
、
法
の

求
め
る
も
の
と
同
一
線
上
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
町
の
基

本
理
念
と
し
て
の
「
富
士
河
口
湖
町
観
光
立
町
推
進
条
例
」

を
発
表
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
こ
の
観
光
立
町
推
進
条
例
の
制
定
に
併
せ
、
観

光
課
内
に
４
月
か
ら
観
光
振
興
支
援
室
を
新
設
し
、
観
光
立

町
の
推
進
を
強
力
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
３
月
議
会
で
制
定
さ
れ
た
「
富
士
河
口
湖
町
観
光
立
町
推

進
条
例
」
に
つ
い
て
、
目
的
と
基
本
理
念
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

【
目
的
】

　
こ
の
条
例
は
、
観
光
立
町
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
理
念

を
定
め
、
町
の
責
務
並
び
に
町
民
、
観
光
事
業
者
（
主
と
し
て

観
光
旅
行
者
を
対
象
と
し
て
事
業
を
行
な
う
事
業
者
そ
の

他
観
光
に
関
連
す
る
事
業
を
行
な
う
事
業
者
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
及
び
観
光
関
係
団
体
（
観
光
事
業
者
で
組
織
さ
れ
る

団
体
並
び
に
観
光
の
振
興
を
目
的
と
し
て
観
光
事
業
者
及

び
行
政
機
関
等
で
組
織
さ
れ
る
団
体
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
観
光
立
町
の
実
現
に

関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

観
光
立
町
の
実
現
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
し
、
も
っ
て
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
、
本
町
経
済
の

持
続
的
な
発
展
及
び
町
民
生
活
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

【
基
本
理
念
】

　
　
観
光
立
町
の
実
現
に
関
す
る
施
策
は
、
地
域
に
お
け
る

　
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
主
体
的
な
取
り
組
み
を
尊
重
し

　
つ
つ
、
魅
力
あ
る
観
光
地
の
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、
観

　
光
旅
行
を
推
進
す
る
こ
と
は
町
民
が
誇
り
と
愛
着
を
持

　
つ
こ
と
が
で
き
る
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の

　
形
成
及
び
潤
い
の
あ
る
町
民
生
活
の
実
現
の
た
め
に
重

　
要
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
に
講
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
。

２
　
観
光
立
町
の
実
現
に
関
す
る
施
策
は
、
町
内
外
の
観
光

　
旅
行
者
へ
の
快
適
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
環
境
を

　
整
備
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
歴
史
、
文
化
、
伝
統
等
に
関

　
す
る
理
解
を
深
め
、
観
光
振
興
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の

　
育
成
及
び
地
域
の
お
も
て
な
し
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ

　
う
講
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
観
光
立
町
の
実
現
に
関
す
る
施
策
は
、
本
町
が
世
界
の

　
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
日
本
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
の
富

　
士
山
を
湖
と
と
も
に
与
え
ら
れ
た
地
域
と
し
て
、
自
然
環

　
境
の
中
の
豊
富
な
観
光
資
源
を
提
供
す
べ
き
役
割
に
鑑

　
み
、
観
光
を
通
じ
た
国
際
平
和
及
び
国
際
相
互
理
解
の
増

　
進
の
観
点
に
立
っ
て
講
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
観
光
立
町
の
実
現
に
関
す
る
施
策
を
講
じ
る
に
あ
た

　
っ
て
は
、
観
光
が
、
町
及
び
地
域
の
経
済
社
会
に
お
い
て

　
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
町
、
町
民
、
観

　
光
事
業
者
、
観
光
関
係
団
体
等
に
よ
る
相
互
の
連
携
が
確

　
保
さ
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

観
光
立
国
推
進
の
先
人
を
切
っ
て
、

　
　
　
第
１
回
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
本
町
で
開
催
！
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　平成15年11月15日に、旧河口湖町、旧勝山村､旧足和田村の3町村が合併し､「富士河口湖町」が誕生し、

さらに平成18年3月1日に旧上九一色村の南部地区が合併して、新「富士河口湖町」が誕生しました。新町

発足に伴い、平成１８年度から「新・富士河口湖町総合計画」（平成20～29年度）の策定に取り組むこと

となりました。

　総合計画は、本町の長期的なまちづくりの方向性を定める重要な計画なので、計画策定にあたって、ま

ず、町民の意見を聞くことが重要だと考え、本調査では、今後のまちづくりに関する意向を把握し、今後

の施策の実施のための基礎資料として本調査を実施しました。

　今回、町民よりご協力いただきました「富士河口湖町総合計画町民意識調査」の結果につきまして主な

項目を紹介します。

　・調査方法：郵送による配布及び回収

　・調査期間：平成１８年６月２１日から平成１８年７月３日

　・調査対象者：町内に住む満２０歳以上の男女２０００名（無作為抽出）

　・回答数、回収率：回答数９０７件・回収率４５．３％

　富士河口湖町に対する満足度・重要度について、各30項目それぞれ「満足度」「重要度」をたずねた。

「満足度」は（満足・普通・不満）、「重要度」は（重要・どちらともいてない・重要でない）それぞれ１つ選択しても

らいました。

「満足度」の「満足」については、「上水道」が34.8％と最も多く、ついで「観光」が26％、「下水道」が23.2％となっている。

「満足度」の「不満」については、「交通」が41％と最も多く、ついで「道路」が31.3％、「雇用」が29.1％となっている。

「重要度」の「重要」については、「防犯、交通安全」が74.1％と最も多く、ついで「保健医療」が70.7％、「ごみ・し尿処理」

が70.1％となっている。

「重要度」の「重要でない」については、「国際交流」が6.7％と最も多く、ついで「交通」が5.6％、「観光」が5.1％となって

いる。

「富士河口湖町総合計画町民意識調査結果について」

町民意識調査結果を紹介します

○町に対する満足度（「満足」上位５項目） ○町に対する満足度（「不満」上位５項目）

○町に対する重要度（「重要」上位５項目） ○町に対する重要度（「重要でない」上位５項目）

０.０% １０.０% ２０.０% ３０.０%

３４.８

２３.２

１９.４

１８.９

４０.０%

上水道

観光

下水道

消費生活

公園・緑地

湖・河川

０.０% １０.０% ２０.０% ３０.０% ４０.０% ５０.０%

４１.０

３１.３

２９.１

２４.９

交通

道路

雇用

行財政運営

保健医療

２６.０２６.０

０.０% ２.０% ４.０% ６.０% ８.０%

６.７

５.１

４.７

４.２

国際交流

交通

観光

道路

住宅

５.６

２７.２２７.２

６４.０%６６.０%６８.０%７０.０%７２.０%７４.０%７６.０%

７４.１

７０.７

７０.１

６８.２

防犯・交通安全

保健医療

ごみ・し尿処理

消防・防災・救急

高齢者福祉

６８.８６８.８



広
報
富
士
河
口
湖

　
７

○町では、皆さんにご協力いただきました貴重なご意見を分析し、町総合計画に反映していきたいと思いま

　す。また、今回の意識調査結果については、町ホームページ、企画課窓口でも閲覧できますのでご覧いただ

　きご意見等ありましたら、企画課までご提言してください。

　　　　　　　【問い合わせ】富士河口湖町船津１７００　企画課企画調整係　0555-72-1129

　　　　　　　　　　　メールアドレス　　kikaku@town.fujikawaguchiko.lg.jp

その他の意識調査概要

　回答者の属性・定住意識・町の広報活動・町制運営・まちづくり・保健福祉町民活動などへの参加状況・

行政や地域などとの関わり

○まちの元気度

○元気を取り戻したり、更に元気になるために特に期待する政策

○優先してほしい政策まちの元気度

　現在の富士河口湖町は元気があるか

については、「多少元気がある」が32.2

％と最も多く、ついで「元気がある」が

31.6％、「あまり元気がない」が12.9％

となっている。

　富士河口湖町が元気を取り戻

したり、更に元気になるために

特に期待する政策については、

「多様な世代が共に暮らせるた

めの福祉、医療の充実」が55.9％

と最も多く、ついで「町が継続し

ていくための子どもを生み育て

やすい環境づくり等の少子化対

策」が52.2％、「安心して住み続

けるための防犯、防災対策の充

実」が50.5％となっている。

　「保健・医療・福祉の充実」が37.4％と

最も多く、優先し実施すべきという意

見である。

農林水産業・地場産業・
地域の既存産業の振興

地域の大学など連携した
新産業の創出

地域の人材育成に向けた
特色ある教育の充実

子どもを生み育てやすい
環境づくり等の少子化対策

多様な世代が共に暮らせる
福祉・医療の充実

安心して住み続けられる
防犯、防災対策の充実

生活環境や産業振興の
ための基盤整備

地域資源を活かした
観光・交流の促進

リサイクルなど地域からの
地球環境対策

地域独自の情報発信のため
のメディアやIT基盤の充実

商店街や町中心部の活性化
や居住環境の向上

その他

特にない

わからない

無回答

問13-2　元気になるための政策 〔%・複数回答〕

問13　町は元気があるか 〔%〕 問14　優先してほしい政策 〔%〕

件数=７５１

件数

９０７

件数

９０７

０ ２０

３１.６ ３２.２ １２.９ １０.９ １９.３ １７.５ ３７.４ １０.０７.５７.６８.０４

４０ ６０ ８０

２２.６

２２.２

３４.２

５２.２

５５.９

５０.５

４０.１

３１.６

２６.５

１３.８

３２.９

２.０

４.１

４.１

１.６

１００

元
気
が
あ
る

多
少
元
気
が
あ
る

あ
ま
り
元
気
が
な
い

元
気
が
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

生
活
環
境

産
業
の
振
興

都
市
基
盤
の
充
実

教
育
・
文
化
の
振
興

健
全
で
開
か
れ
た

　
　
　
　
行
政
運
営

保
健
・
医
療

　
　
　
福
祉
の
充
実

無
回
答
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健康プラザ（タラソ棟）が4月3日にオープン!

　昨年9月から工事を進めてまいりました健康プラザ（タラソ棟）の

工事が完成し、オープン前のタラソ施設健康増進ボランテイアモニ

ターによる検証も終了しました。タラソ施設における健康増進効果

（タラソ体験の健康増進作用の有効性）は、モニター試験を通じて良

い結果が得られました。町民の皆さんの健康増進を願うタラソ施設

をご利用いただき、すばらしい効果が期待できると思います。

【施設の内容】

　海水には､100種類以上のミネラルが一定のバランスで含まれてい

るため、心と体を調整する作用があるといわれています。本施設では3種類のタラソが利用できます。

『10倍海水』（本にがり）１人用　

　沖縄県石垣島の海水から精製した天然の本にがりを使用してい

　ます。浮力が体験できます。

『２倍海水』8人用　

　モンゴル共和国から輸入した塩などを用いて、海水の2倍濃度溶

　液を人工的に再現しています。長時間の入浴が可能です。

『岩盤浴･塩』3人用　

　富士山の溶岩の上にモンゴルの塩が敷かれています。

　遠赤外線とミネラルの相互作用がお楽しみいただけます。

【タラソ棟使用料】

　■利用時間　午前10時から午後9時まで

　■利用料金　町民一律400円　町民以外で町に資産を保有している人500円

　■休 館 日　月曜日

　　「健康づくり」は歩くことからはじまります。町では、4月29日を「町民

皆歩の日」と定め、町民の健康増進を目的とした、町民スポーツとしての『

ウォ－キング』を積極的に勧めることになりました。自然に親しむと同時に

、体力の向上とふれあいと親睦を深めることを目的に「健康のまちづくりウ

オ－キング大会」を開催いたします。家族・友達・近所お誘い合わせのうえ

、大勢の町民の参加をお願い致します。

※幼児・小学校低学年の参加は、父兄同伴でお願いします。傷害保険に加入します。　

※健康のまちづくり事業の一環として「健康のまちづくりウオ－キング大会」を、年間４回開

　催いたします。18年度から参加している方で、２年間（平成１９年度まで）で通算４回参加

　された方には、記念品を用意いたします。奮ってご参加ください。　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合先　健康増進課（７２－６０３７）

4月29日は町民皆歩の日 （健康のまちづくりウオ－キング大会）
＝まず歩こう健康づくりのために＝

４月２９日（日）

大池公園

８時３０分～　　

午前９時　

９時３０分

水筒　副食　雨具

開催日時

集合場所

受　　付

出 発 式

スタート

持 ち 物

大池公園 ⇒ 湖畔遊歩道 ⇒ 富士レイクホテル前 ⇒ 小

曲岬 ⇒ 河口湖美術館 ⇒ 広瀬 ⇒ 河口湖北中前 ⇒ 河

口湖大橋 ⇒ 大池公園

●駐車場　大池公園駐車場

●コース（約7.5km）


